
令
和
5
年
4
月
1
日

仙
北
市
長
　
田
口
　
知
明

令和 5 年度
施政方針

幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
し
、

地
域
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
に

施政方針施政方針

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
ま
た
歴
史

的
な
円
安
に
よ
り
食
料
品
を
は
じ
め
、
飼

料
や
肥
料
、
燃
料
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の
物

価
が
高
騰
す
る
大
変
な
状
況
に
直
面
し
、

そ
れ
は
今
な
お
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
後
、
電
気
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
予
定

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
で
、
地
元
企
業
は
収
益
が

減
少
し
、
市
民
に
と
っ
て
も
生
活
費
の
支

出
が
か
さ
み
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

政
策
の
基
本
方
針

4
つ
の
重
要
方
針

ま
す
。
加
え
て
3
年
に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄
積
も
あ
り
、

益
々
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
環
境
下
に
お
い
て
、
仙
北
市
は
、

急
激
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
か
ら
非

常
に
厳
し
い
財
政
の
立
て
直
し
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
イ

ン
フ
ラ
面
で
は
、
老
朽
管
な
ど
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
更
新
費
用
が
増
大
し
急
務

と
な
っ
て
い
る
上
下
水
道
料
金
の
適
正
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
お
も
て
な
し

せ
ん
ぼ
く
や
市
立
病
院
の
赤
字
体
質
の
改

善
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
四
者
合
意
の

見
直
し
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
修
繕

や
解
体
な
ど
、
市
と
し
て
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
ほ
ど
多
く
の
課
題
に
向
き
合
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
５
年
度

は
、
幸
福
度
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
い
う

市
政
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

行
財
政
改
革
の
断
行

　

細
川
政
策
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

に
よ
り
進
め
て
い
る
行
財
政
改
革
を
引
き

続
き
断
行
し
、
幸
福
度
が
向
上
す
る
施
策
形

成
お
よ
び
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
規
模
へ

の
転
換
を
行
う
こ
と
で
、
仙
北
市
行
財
政
経

営
シ
ス
テ
ム
（
仮
称
）
の
構
築
を
目
指
し
、

以
下
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
一
に
、
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
市
民

意
識
調
査
を
継
続
し
ま
す
。
こ
の
市
で
暮
ら

す
こ
と
で
の
幸
福
度
、
施
策
ご
と
の
重
要
度

お
よ
び
満
足
度
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
幸
福
度
な
ど
の
政
策
目
標
達
成

へ
向
け
た
事
務
事
業
評
価 
・
施
策
評
価
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
各
部
局
で
作
成
し
た

経
営
方
針
シ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
体
系
的
な
事

業
実
施
を
進
め
ま
す
。

　
第
三
に
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
財
政
状

況
を
必
ず
立
て
直
し
ま
す
。
歳
出
の
ス
リ
ム

化
に
関
し
て
は
、
業
務
量
調
査
を
行
う
こ
と

で
人
員
配
置
お
よ
び
人
件
費
の
適
正
化
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金
お
よ
び
交
付
金

の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の

検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。
歳
入
ア
ッ
プ
に
関

し
て
は
、
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
拡
充
や
、
市
民
以
外
の
方
か
ら
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
角
館
樺
細
工
伝
承
館
な

ど
の
す
べ
て
の
公
共
施
設
観
覧
料
の
増
額
、

法
定
外
目
的
税
の
導
入
、
補
助
金
な
ど
獲
得

戦
略
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

将
来
に
向
け
た
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
の
見
直
し
、
職
員
の
育
成

　
５
か
年
計
画
の
中
間
年
と
な
る
第
2
次

仙
北
市
総
合
計
画
お
よ
び
総
合
戦
略
は
、
事

務
事
業
評
価
・
施
策
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
計
画
、
戦
略
と
し
ま
す
。
ま
た
、
次

の
世
代
を
担
う
若
手
職
員
お
よ
び
幹
部
職

員
の
育
成
に
も
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
再
編

　
重
要
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
５
年

４
月
に
組
織
再
編
を
行
い
ま
す
。

　
第
一
に
、
行
財
政
改
革
な
ど
の
政
策
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
企
画
部
を

設
置
し
ま
す
。
企
画
部
に
は
、
現
在
の
企
画

政
策
課
と
そ
の
所
属
機
関
に
加
え
、
新
た
に

ま
ち
づ
く
り
課
を
設
置
し
、
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
第
二
に
、
総
務
部
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
計
画
で
着
手
し
て
き
ま
し
た
固
定
資

産
税
の
実
地
調
査
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た

め
、
専
任
部
署
と
な
る
固
定
資
産
税
調
査
室

を
新
設
し
ま
す
。

　
第
三
に
、
市
民
福
祉
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
を
廃
止

し
、
保
健
課
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

係
を
設
置
し
、
感
染
症
対
策
全
般
の
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
文

化
創
造
課
、
文
化
財
保
護
室
、
歴
史
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
を
統
合
し
て
文
化
財
課
と
し
、

各
産
業
別
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
関
連

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

を
活
用
し
た
新
規
事
業
と
し
て
、
医
療
Ｄ

Ｘ
関
連
事
業
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
誘
致
事
業
の
採
択
を
目
指
し
て
い

る
ほ
か
、
引
き
続
き
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
拡

充
を
行
い
ま
す
。

観
光
、
文
化
振
興

　
第
三
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定
も
含
め
、

市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
高
付

加
価
値
化
を
図
り
、
交
流
人
口
、
宿
泊
者
数

増
お
よ
び
観
光
消
費
額
増
と
な
る
指
針
・
施

策
の
確
立
と
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
的
文
化
資
産
の
保
存
・
継
承

と
活
用
、
よ
り
高
い
価
値
づ
け
を
目
指
す
と

と
も
に
、
桜
保
護
の
専
門
職
育
成
、
火
除
け

地
復
元
方
針
も
定
め
ま
す
。「
田
沢
湖
マ
ラ

ソ
ン
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、「
角
館
の

桜
ま
つ
り
」
な
ど
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
規
模
の
開
催
を
目
指
し
、
実
施

内
容
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、
再
開
を
に
ら
み
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
し
、
国
際
交
流
事

業
の
再
開
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の

高
付
加
価
値
化
な
ど
を
進
め
、
受
け
入
れ
体

制
の
拡
充
に
取
り
組
み
、
訪
れ
る
人
の
満
足

度
を
向
上
さ
せ
、
市
の
活
性
化
に
よ
る
市
民

の
幸
福
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

農
業
振
興

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に

伴
い
、
農
地
の
集
約
化
な
ど
に
向
け
た
取
り

組
み
を
加
速
化
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
と
し
て
行
っ

て
き
た
地
域
の
話
し
合
い
を
推
し
進
め
、
目

指
す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確

化
す
る
「
地
域
計
画
」
を
定
め
る
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

商
工
業
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
た
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
を
継

続
し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
や

事
業
所
の
労
働
力
不
足
の
解
消
、
市
内
企
業

の
課
題
解
決
お
よ
び
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
販
路
開
拓
な
ど
、
産
業
全
体
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
に
文
化
を
継
承
す
る
横
断
的
な
文

化
振
興
、
文
化
財
保
護
に
あ
た
り
ま
す
。

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

行
政
手
法
の
導
入
、
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進

　
引
き
続
き
「
仙
北
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に

も
と
づ
く
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
４
年
11
月
に

開
始
し
た
登
録
者
へ
直
接
情
報
を
お
届
け

す
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
セ
グ
メ
ン
ト

配
信
」
に
つ
い
て
、
２
月
15
日
現
在
、
受
信

希
望
者
数
が
２
７
４
４
人
（
3
月
20
日
現
在

２
８
１
７
人
）
と
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者

向
け
の
操
作
方
法
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
計
画
な
ど
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
庁
内
業
務
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
様
々
な
地

域
課
題
の
解
決
と
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

に
よ
り
「
幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
核
と
し
た

情
報
提
供
や
市
民
の
声
を
聴
く
手
法
の
導

入
に
取
り
組
み
、
広
報
の
発
行
回
数
を
見
直

し
ま
す
。

の
声
を
今
ま
で
以
上
に
お
聞
き
し
な
が
ら
、

直
面
し
て
い
る
課
題
解
決
や
市
民
の
皆
さ

ま
の
喜
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
結
果
を

重
視
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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